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提案理由 

 子どもの医療費助成の対象年齢上限を 18歳到達年度末まで拡充する

ため。 
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   愛南町子ども医療費助成条例の一部を改正する条例 

愛南町子ども医療費助成条例(平成 16年愛南町条例第 117号)の一部を次のように
改正する。 

第２条第１号中「又は児童」を「、児童又は高校生等」に改め、同条中第８号を第

９号とし、第４号から第７号までを１号ずつ繰り下げ、第３号の次に次の１号を加え

る。 

(４) 高校生等 15 歳に達する日以後の最初の４月１日から 18 歳に達する日以後

の最初の３月末日までの間にある愛南町に住所を有する者又は愛南町に住所を有

しないことにつき町長が特別の理由があると認める者をいう。ただし、次に掲げ

る者は除く。 

ア 自らが国民健康保険法による世帯主若しくは医療保険各法(国民健康保険法

を除く。)の被保険者又は組合員である者 

イ 婚姻中にある者 

附 則 

この条例は、令和４年１月１日から施行する。 
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愛南町子ども医療費助成条例 新旧対照表 

現     行 改  正  案 

第１条 略 第１条 略 
(定義) (定義) 

第２条 この条例において、次の各号に掲げ
る用語の意義は、当該各号に定めるところ
による。 

第２条 この条例において、次の各号に掲げ
る用語の意義は、当該各号に定めるところ
による。 

(１) 子ども 乳幼児又は児童＿＿＿＿＿
であって、医療保険各法の規定による被
保険者若しくは被扶養者であるもの又は
国民健康保険法(昭和33年法律第192号)第
116条の２の規定により本町の区域内に住
所を有するものとみなされた者をいう。
ただし、同条の規定により他の市町村の
区域内に住所を有するものとみなされた
者及び生活保護法(昭和25年法律第144号)
による保護を受けている者を除く。 

(１) 子ども 乳幼児、児童又は高校生等
であって、医療保険各法の規定による被
保険者若しくは被扶養者であるもの又は
国民健康保険法(昭和33年法律第192号)第
116条の２の規定により本町の区域内に住
所を有するものとみなされた者をいう。
ただし、同条の規定により他の市町村の
区域内に住所を有するものとみなされた
者及び生活保護法(昭和25年法律第144号)
による保護を受けている者を除く。 

(２)、(３) 略 (２)、(３) 略 
(新設) (４) 高校生等 15歳に達する日以後の最

初の４月１日から18歳に達する日以後の
最初の３月末日までの間にある愛南町に
住所を有する者又は愛南町に住所を有し
ないことにつき町長が特別の理由がある
と認める者をいう。ただし、次に掲げる
者は除く。 

  (新設) ア 自らが国民健康保険法による世帯主
若しくは医療保険各法(国民健康保険法
を除く。)の被保険者又は組合員である
者 

(新設) イ 婚姻中にある者 
(４) 略 (５) 略 
(５) 略 (６) 略 
(６) 略 (７) 略 
(７) 略 (８) 略 
(８) 略 (９) 略 

以下 略 以下 略 

 


